
　

令和６年度　大和こども園園評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：たいへんよい　Ｂ：よい　Ｃ：一部検討を要する　Ｄ：改善を要する

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（２）今年度の目指す子ども像（夢中になって遊びこめる子～子どもの姿

を語り環境を見直そう～）に向かって教育・保育をすすめているか
〇

（1）計画を立てる際に、教育・保育課程を基に、職員一人一人が子どもの

姿や学年の育ち等を捉え、職員間で話し合っているか
〇

（2）日々の子どもの姿や育ちを踏まえ、継続してやりたい遊びや保育者の

意図した遊びを考え、週案や月案に生かしているか
〇

（3）計画と実践を振り返り、次の計画に見通しをもち、教育・保育に反映

しているか
〇

（４）ドキュメンテーションや通信などを活用しながら、こどもの姿から

１０の姿に置き換え、夢中になって遊び込む子どもの育ちや学びを職員間

で共有しているか

〇

（１）遊びや生活のなかで、子ども一人一人の思いやペースを尊重したか

かわりを心がけているか？
〇

（２）子ども自ら遊びを選び、じっくりと満足して遊べる環境（空間・時

間）構成を行っているか
〇

（３）子どもの興味・関心や心の動きにまなざしを向け、耳を傾け援助し

ているか
〇

（４）子どもが繰り返し遊ぶことや、試したり工夫したりすることが出来

るようにしているか。また、子どもの姿をふまえて環境の再構成を行って

いるか。

〇

（５）様々な家庭や事情の子どもが「わたしはここで愛されている（大事

にされている）」という気持ちになれるよう、子どもの気持ちを丁寧に理

解し寄り添う対応や雰囲気を心がけているか

〇

（６）支援を要する子どもに対して、「困った子」「大変な子」として捉え

るのではなく、その子を肯定的に受け止め、その子の「よさ」を見出し、

その子らしさを大事にしたかかわりを行っているか

〇

（７）保育者の思いで先走ることなく、子どもの力を信じて任せるところ

は任せてみる姿勢で子どもを見守っているか
〇
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（1）理念や基本方針を理解し、教育・保育課程・全体構想など子どもの主

体性を生かした教育・保育を行っているか
〇

（3）子どもの人権や一人一人の個人差を尊重し,丁寧で適切な教育・保育

（名前の呼び方、言葉がけ等）を行っているか

〇

・今年度、発達支援センターえぶりぃの講座

を全職員で受講し、子どもとのかかわりで大

切な視点について学ぶ機会を設けた。まだま

だ課題はあるが、少しずつ保育者はクラスの

子どもたちの良いところや努力している所に

目を向け、子どもたちと共有しながら行事や

日々の教育保育を進めているように感じる。

・丁寧で適切な教育保育につながるよう、人

権チェックリストや職員会議を通して子ども

の人権や一人一人の個人差を尊重するよう努

めた。更に来年度は、園の基本方針を見直し、

子ども一人一人が、ここで愛されていると感

じられる空間となるよう、職員と連携し合い

ながら教育・保育を進める。

・子ども一人一人の思いやペースを尊重した

教育・保育となるよう努めている。今後は、

サークルタイム等を通して子どもの思いや考

えを引き出しながら職員間で子ども理解に努

め日々の活動へと活かしていく。

・目指す子ども像（夢中になって遊びこめる

子）から今年度は子どもがどんな事に興味や

関心があるのかと職員間で語り、遊びに取り

組む子どもの姿を予測して環境を整えるよう

意識している。

・毎週金曜日に職員間で子どもの姿を振り

返っているが、話し合う時間が十分にとれて

いないといった課題がでた。今後は、常日頃

の子どもの姿をその時に職員に知らせ共有す

る。又、話し合うタイミングや時間帯などを

意識し、互いに声を掛け合いながら話し合う

時間を設け、計画と実践を振り返り次の計画

へと反映していく。

・子ども自らが試したり工夫したりしながら、

繰り返し遊ぶ面白さを感じられるよう、日々

の子どもの姿を職員間で語り合うよう意識し

合った。しかし、保育観や環境についての考

え方の違いを感じる。今後、園内研修など活

用しながら、子どもにとってふさわしい環境

構成とはどのような事かと職員間で擦り合わ

せていくよう努めていく。



Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

〇

（2）保護者が子育ての悩みや心配事を安心して話せるような関係作りを心

がけているか
〇

（3）保護者からの相談や意見等について誠実に対応し，園生活において子

どもが安心・安全に過ごせるような環境を整え、保育の充実に生かすこと

ができたか

〇

（4）園は，虐待に対応できる園内の体制（医療機関，児童相談所などの専

門機関との連携）の下，不適切な療育や虐待を受けていると疑われる子ど

もの早期発見及び予防に努めているか

〇

〇

（1）施設長は，リーダーシップを発揮し，職員が教育保育の内容と充実が

図れるよう努めているか
〇

（2）職種（保育者・調理員・看護師・通訳・バス運転手等）、年齢や能

力、勤務時間等の多様な働き方に関わらず、自身が園運営の一人として子

のために、率先して業務に携わっているか

〇

（3）職員間で子どもの事・今日の保育・明日の保育・保育の悩み等につい

て気軽に語りあったり、相談したりすることができたか
〇

（4）職員一人一人の持ち味や良い所に目を向け認め合いカバーし合える関

係作りを心がけているか
〇

（5）保護者や子どもの個人情報は漏洩や滅却がないよう適切に管理してい

るか
〇

（6）ヒヤリハット報告書や事故報告書を提出し、職員間で共有しているか 〇

（7）健康管理（体調不良,アレルギー疾患等）について看護師と子どもの

情報を共有し、適切な対応がとれるようにしているか
〇

（8）避難訓練・安全点検・不審者侵入防止等子どもの安全確保のため，職

員としての緊急時の行動を身に付けるよう努めているか
〇

（9）書類の提出期限や会議などの開始時刻等、順守することはできたか 〇

（10）チームとして物事にあたり、発達に必要な体験を積み重ねて行ける

よう努めているか
〇

（11）評価結果に基づき自分自身が園としての課題に向き合い改善できる

よう努めているか
〇
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（１）子どもの発達や教育保育などについて，連絡帳や口頭での対応、懇

談会などの話し合いの場を通して，保護者と共通の理解を得ることができ

たか

・今年度は、電子連絡帳（2歳児以上）の実

施を行い、保護者の方に写真等の掲載を活用

しながら園での子どもの様子を伝えた。また、

保育参加や懇談会などで保護者との話し合い

の場を設けながら普段の子どもの様子を共有

しあった。今後も温かく話しやすい雰囲気と

なるよう心掛けながら、教育・保育、子育て

支援の充実へと繋げていく。

・日々の子どもの様子や行動などを把握し、

普段と違う場合は早期発見・対応ができるよ

うにし、定期的な研修にも参加している。今

後も個人情報を適切に管理しながら、子ども

が安心して過ごせるよう早期発見や予防へと

努める。

・子どもの体調不良やアレルギー疾患などの

情報を文書化しながら全職員で共有している。

又、食事に配慮が必要な場合、子どもに応じ

た食事提供を行い健康管理を行っている。今

後も個人情報の漏洩や滅却がないよう取り扱

いに留意しながら全職員が周知できるよう努

・避難訓練の実施日や詳細など職員に知らせ

ず、迅速に判断し対応できるよう努めている。

今年度は警察の方による不審者を想定した訓

練を実施した。又、引き渡し訓練では保護者

の方と職員が迅速に連携を図る為、電子アプ

リを活用した。今後も、取り組み内容を振り

返り問題点を見出しながら課題解決へと取り

組んでいく。

・日々の業務に見通しと計画を立て、なるべ

く期限や期日などを守ることを意識している

が、間に合わない事もある。進行中の業務を

電子化したり職員一人一人が意識しながら園

としての課題に向き合い取り組んでいく。

・職種や勤務時間など、様々な働き方に関わ

らず、職員一人一人が、子どものために率先

して業務に携わっている。今後も、子どもの

意思や思いを尊重し、ここで愛されている、

と感じ安心して過ごせるように意識する。


